東青ビジネスチャレンジコンテスト
ビジネスアイデア概要書（任意様式）

赤文字の部分や事例は、消去して御提出下さい。
Ⅰ．ビジネスアイデアの概要
　・課題を解決したいと強く思った原体験（きっかけ）
　・誰にどのような商品やサービスを提供するのか　　など
（例１）りんご農家のおじいちゃんが、最近腰が痛くて収穫が大変そうです。周りの農家の人もみんなおじいちゃん・おばあちゃんで、このままだと大好きなりんごが食べられなくなるかもしれないと思ったので、お手伝いしたい学生とおじいちゃん農家をつなぐためのサービスを提供します。




（例2）通学路にあった商店街が減ってしまい、放課後に高校生が気軽に集まって勉強したりしゃべったりできる場所がありません。コンビニ前にたまっている同級生を見て、高校生の居場所と商店街の活気を同時につくりたいと思いました。



（例3）地域のITベンチャーにインターンをした際、地元には優秀な中小企業がたくさんあるのに、SNS発信が苦手なせいで若者の採用に苦戦している現状を知りました。
若者の視点とSNSスキルを活かして、地域企業のPR、雇用のミスマッチを解消したいです。






Ⅱ．ビジネスメソッド
　・「商品・サービスを絶対に使いたい」という具体的な人物像（年代・性別・関係性など）
　・商品・サービスの市場規模及び目標シェア
　・商品・サービスの販売・提供に関するエリアや方法、価格設定・収支見込　　など
（例１）おじいちゃんと、知り合いの農家さんに聞いたら、『収穫を手伝ってくれるなら、お小遣いやりんごをあげてもよい』と言っていました。学校の友だち５人に聞いたら、『りんごをもらえるなら、週末に手伝いに行きたい』と言っています。
自分の学校には400人くらいの生徒がいます。市内に中学校は20校くらいあるので、8,000人の中学生のうち、自分たちと同じように『週末にお手伝いをしてお小遣いや果物をもらいたい』と思う人が3割だとしても約2,400人の仲間がいます。
りんご農家のおじいちゃんたちから、お手伝いが見つかったときに紹介料として1回1,000円もらいます。または、収穫したりんごの一部をもらって、自分たちでネットで売って売り上げにします。








（例2）クラス20人にアンケートを取ったら、15人が『放課後に400円くらいで自習が出来て、ワンドリンク付きのおしゃべりもできるスペースがあれば毎日でも行きたい』といいました。商店街のカフェの店主にも、『高校生が集まるならお店のスペースを貸してもいいし、新作のお菓子を売りたい』と言ってもらえました。
市内の高校生は約7,000人います。そのうち、塾や部活帰りに駅前や学校近くのマックなどを利用する高校生は、全体の約60％と推計されます。この4,200人が週に1回、400円の自習スペースを利用してくれれば、1週間で168万円、年間で約8,700万円分の『高校生の放課後の居場所』に対する需要があると考えます。
利用する学生から、1回400円（ワンドリンク付き）の入場料をもらいます。また、スペースの一角に地元のお店の出張販売ブースを作り、売り上げの10％を場所代としてもらいます。










（例3）地元の製造業3社にヒアリングしたところ、採用コンサルに年間数十万円払う予算はないが、インターン生がSNS運用を代行して月3万円で成果が出るなら今すぐ契約したい、という具体的な声をいただいています。
初期費用は無料にし、中小企業から『SNS運用・採用サポート代』として月額3万円のサブスクリプション形式でいただきます。　
経済産業省の『経済サンセス』によると、県内における従業員10～100人規模の製造業・中小企業は250社です。そのうち、帝国データバンク等の報告から『採用難・人手不足』を経営課題に挙げている企業は全体の約7割です。
私たちはまず、地元である市内の対象企業を初期市場とし、その１０％である2社への導入からスタートします。月額3万円のサービスのため、年間72万円、将来的に県内全域に広がれば年間6,300万円の市場規模になります。









Ⅲ．商品やサービスの具体性
　・商品・サービスを説明するためのプロトタイプの作成やテスト経験
・新規性や独自・独創性（既存の商品やサービスとの相違点）　　など
（例１）つなぐためのスマートフォンの画面のイラストをノート5ページ分描いたので、写真を添付します。


（例2）商店街の空きスペースを借りるための提案書を創り、実際に商店街のリーダーさんに見せて『面白い取組だ』と言ってもらえました。今はメンバーで、提供するオリジナルドリンクの試作をしています。




（例3）ノーコードツール（学生でも作れるWeb作成ツール）を使って、すでに起業の魅力を発信する特設サイトのプロトタイプを作成しました。実際に１社、テストとして無償で記事を掲載し、アクセス数を計測しています。





Ⅳ．（Ⅰ～Ⅲのほか）特にアピールしたい点、将来のビジョン、提出者のこのビジネスアイデアに対する想い
　地域の大人からどんなサポートがあれば実際にスタートできるのか、このビジネスを是非実現したいという想い、将来のビジョン、その他特にアピールしたい点について

（例１）おじいちゃん以外の農家の人たちにアンケートを配りたいので、JAの人を紹介してほしいです。あと、スマホのアプリを本当につくるために、プログラミングを教えてくれる先生が必要です。



（例2）通学路にある空き家か、商店街の空き店舗を実際に安く貸してくれるオーナーさんを探してほしいです。また、食品を扱うための営業許可の取り方について、保健所や行政手続きについて詳しい大人からアドレスをもらいたいです。



（例3）最初の営業先となる地元の中小企業10社をコーディネートしてほしいです。また、事業化に向けて会社設立も視野に入れて準備を進めたいので、専門家のメンターを希望します。
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